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抄録

加齢により多く見られる屈身体型の３次元人体データを利用し、基本となる人台モデル

をコンピュータ上に作成した。この人台モデルをもとに、ソフトウェア上で型紙として適

切に展開するためのデザイン線を導入し、２次元の型紙に自動展開する３Ｄ－２Ｄデータ

変換システムを構築した。

このシステムにより作製された型紙を利用しジャケットの製作を行い、着用試験をした

ところ、立体感があり着やすいとの評価を得られた。また、従来の手法に比べて型紙作製

の作業時間が短縮できた。
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１ はじめに

近年、衣服生産の形態が変化している。すなわ

ち、注文服が少なくなり、個人の寸法をある程度

配慮して作られるイージーオーダー方式も減少

し、工業的に量産可能な生産方式（既製服）が大

部分を占めている。高齢社会の近年では、高齢者

が既製服を購入する際に、加齢による体型変化の

ため体にフィットした衣服が思うように入手でき

ず、既製服に対する不満が高まっている 。した１）

がって、高齢者向けの衣服においては、従来型の

サイズ表による製造ではなく、３次元的な体型デ

ータの導入が必要となる。

この分野では、顧客の身体を３次元計測し、計

測の結果得られる３次元身体像を補整し、補整さ

２）れた身体像に基づいて補整下着を製造する技術
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がある。また、２次元データから３次元モデルを

生成する技術により、２次元の型紙が所望のモデ

ルに対して正確な型紙であるかどうか確認する技

術 がある。しかし、これらは衣服製作に必須で３）

あるゆとり値を２次元展開後に導入しているた

め、再度、３次元モデルとして構築して確認する

必要があり、工程を複雑にしていた。

ここでは、体型別３次元人台モデル上でゆとり

値を導入することにより、製造工程の短縮化を図

り、高齢者の複雑な体形に対応することができる

システムを開発する。具体的には、高齢者に多い

屈身体型を例にシステムの有効性を示している。

２ 実験方法

人台モデルの生成2.1

人台ボディを衣服製作に使えるものにしていく
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ためには、３次元人体データを類型化し、さらに

３次元形状の人体生データを加工しやすいように

生成する必要がある。本研究で利用した浜松ホト

Body lineニクス社製の３次元自動人体計測装置（

）により計測された人体モデルのデータscanner

は、衣服製作の場合には、その数が過剰である。

そこで、まず、専用に作成した間引きツールに

よりデータの最適化を行った。

胸や背のくぼみを補間し、目的の体型にすると

ともに、処理に不要な首、足、腕のデータを取り

去り、その後、人台モデルのスムージング処理を

行い、基本人台モデルを作成した （図１ 。。 ）

図１ 人台モデル生成の手順

2.2 ソフトウェアの改良

人台モデルの設定及びその変形2.2.1

人台モデルは三角メッシュにより構成されてい

るが、体の部位を設定する際、昨年は、三角メッ

シュの一つ一つの辺を選択して部位の設定を行っ

ていたが、一つの辺を選択すると周囲が自動的に

設定できるように改良した。

、 （ 、部位設定処理では 計測に必要な部位 首回り

背肩巾、上部胸囲、チェスト、第７頸椎からヒッ

プライン、ウエスト、中ヒップ、ヒップ）を設定

し、それ以外の計測部位で変形に影響を受ける線

には、全て影響力を設定する必要がある。

、 、図２では 上の太いライン①が部位設定ライン

下の太いライン②が変形影響力のラインであり、

各部位の設定が完了すると計測部位データが人台

モデルとして保存される。

昨年開発したソフトウェアにより、被計測者の

人台モデルの変形に必要と思われる部位の計測を

モニタ画面の指示どおりに行い、その部位データ

を人台モデルの各部位に当てはめると、被計測者

生データ 人台モデル処理中

のデータにあわせて各部位が変形され、次の画面

で衣服に必要なゆとり値を導入し、被計測者の３

次元人台モデル（図３）ができあがる仕組みであ

る。

図２ 部位設定画面

図３ 計測時画面及びゆとり値導入画面

メッシュ展開ソフトウェア2.2.2

昨年開発したメッシュ展開ソフトウェアには、

帯状に展開されるメッシュの重なりがあり、その

三角メッシュをアパレルＣＡＤ上で修正した。

①

②
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新たに開発したメッシュ展開ソフトウェアで

は、ゆとりを導入 した人台モデルを呼び出4）５）６）

し、衣服の組み立てに必要な案内線を４つのメニ

ュー項目（２点選択、マウス軌跡での入力、辺の

選択、ベジェ曲線入力）の中から選択できるよう

にした。 切開線の指定については、前中心線は

左右身頃の中心で垂直線、後中心線も前身頃と同

様、肩線は首の付け根から肩先まで太いラインで

指定し、脇線等はデザインに応じて切開線の追加

が可能である。

切開線を指定する際、メッシュの辺を結んで切

開線としているので、メッシュが切開線に適した

構成をしていないと、展開時に型紙がガクガクし

た形状になってしまう。したがって、人台モデル

を生成する際において一番大事な部分はメッシュ

と切開線の関係である。さらにシルエットデザイ

ンとして追加する場合、ベジェ曲線を使うことに

より、滑らかなラインが自由に描ける。以上の操

作が終われば 自動的に型紙が平面展開される 図、 （

４ 。処理された展開図は、胸囲線が水平に、前）

後正中心が垂直になることを条件として表示した

ものである。アパレルＣＡＤデータとして保存さ

れるのは新たなシルエットデザインとして必要な

輪郭線だけである。

ここで、アパレルＣＡＤシステムに保存された

輪郭線のみの型紙展開データが寸法どおり上がっ

ているかを確認する。

次にチェストライン、ウエストライン、ヒップ

ライン水平線を基準として、その形状の外周線を

スムージング処理をした。図５に示すのは、この

型紙の作製過程である。

図４ 形状モデル及びモデルの展開画面

図５ 型紙作製までのスムージング過程

３ 結果及び考察

3.1 人台モデルの再構築

微妙なメッシュ処理3.1.1

３Ｄモデリングソフトで、不要な首、足、腕の

付け根回りのデータを削除する際に、面が分割さ

れて微妙な三角メッシュができ、ポリゴンがイレ

ギュラーになるため、計測データが正常に処理さ

れないことが分かった（図６ 。）

３Ｄ－２Ｄ展開の際、基準線に接するポリゴン

から１ラインづつ下から上に向かって順番に展開

していくが、図中の丸印の部分のように一番端に

ポリゴンではないものが現れてくる。人台ボディ

を変形するときは支障はないが、水平ラインを基

準としてポリゴン分割しないと型紙展開時に問題

が発生する。

そこで、図６右の太い線で示すようにポリゴン

の修正を行い、人台モデルを製作した。

なお、３次元人体形状データの袖ぐり部分を削

除する際、袖ぐりのマークが無いため、肩峰点と

前後の腕の付け根点（かなめ位置）が把握しづら

い部分があった。

図６ ポリゴン修正

後身頃

細 　腹

前身頃

展開後 修正 修正後
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人台モデルの設定及びその変形3.1.2

、 （ ）、基本の人台モデルの寸法は ㎝ チェスト90

㎝（ウエスト 、 ㎝（ヒップ）である。被計83 91）

測者Ａ氏、Ｂ氏は、基本の人台モデルと同体型で

あるが、寸法は大きく異なっている（図７)。こ

のような場合にも、基本人台モデルをＡ氏用また

はＢ氏用の人台モデルに問題なく変形することが

できた（図８ 。この結果、体型の標準モデルの）

設定が必要であることが示された。

図８ 変形後の人台モデル

展開ソフトウェア3.1.3

図 に示すのは、改良したソフトウェアで展開9

した型紙である。左の型紙はメッシュの歪みを許

（ 、容して無理に展開した様子 歪みが大きい箇所①

②）が見られる。右の型紙は、リラクゼーション

をかけながら歪みが小さくなるように形状を整え

たものである。このメッシュ展開が自動化された

ことで型紙作製が大幅に短縮された。

３次元人体データを２次元の型紙に反映するの

が難しかったが、このソフトウェアを利用するこ

とにより、型紙の自動展開が可能になり、一人一

人の体型に応じた「自分だけの一着」が実現でき

るようになった。
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図７　基本人台モデルに対する寸法の割合
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図９ リラクゼーション処理

3.2 試作品及び着用試験

人台ボディにおいてそれぞれの被計測者のチェ

スト寸法に16㎝（Ａ氏 、20㎝（Ｂ氏）のゆとり）

値を導入した。次に、アパレルＣＡＤ上で袖の展

開ソフトウェアを用いて袖を作製し、衿、その他

の部品も作りジャケットを作製した。

着用試験を行った結果、表１に示すとおり体型

にフｨットし、立体感があるという評価が得られ

た。図1０は、その着用状態である。図11のよう

に、Ａ氏とＢ氏のチェストラインを基準として重

ねて比較してみると、ネックポイントからショル

ダーポイントの肩傾斜角（頸側点を通る水平線と

） 、 （ ）、肩峰点を結んだ直線のなす角度 は 23° Ａ氏

17°（Ｂ氏）であった。このように異なっている

傾斜角でも体型が同一であれば、２次元の型紙よ

り立体感があり、着やすいと結果というが得られ

た。

これらのことから、３次元形状データの体型を

分類化することにより、より高度な衣服作りがで

きることが明らかになった。

表１ 着用試験結果

被験者 部位 寸法
ゆと
り値 評　価

チェスト 90
人台ボディ ウエスト 83

ヒップ 91
チェスト 96 16

A　氏 ウエスト 85 －
ヒップ 94 －
チェスト 97 20

B　氏 ウエスト 88 －
ヒップ 100 －

　＊ ウエスト、ヒップは、チェストの値をもとに自動計算される。

　（お腹が出てややうつむき
の体型）

　フィット感まずまず
　違和感が無く着やすい

　袖ぐりもゆったりしていて着
やすい

②

①
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図10 着用状態の一例

図11 型紙の比較

まとめ４

( )人台モデルの生成について1

３次元人体計測データから人台モデルを作るの

は複雑なプロセスが必要となり、作業時間がかか

るが、人台モデルができれば、より着やすい衣服

を短時間で作れることが分かった。今後、体型別

に数種類の人台モデルのデータを用意する必要が

ある。

( )デザイン線入力について2

課題となっていた型紙製作であるが、型紙を適

切に展開するためのデザイン線にベジェ曲線を使

用することにより、人台モデル上に自由にシルエ

ットデザインをし、アイテムの多様化に対応する

ことが可能になった。

( )３Ｄ－２Ｄ型紙展開について3

自動展開を可能にしたことで、アパレルＣＡＤ

上での三角メッシュの修正作業が不要となり、型

紙作製までの工程時間が大幅に短縮された。
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